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　ASEAN とは，2005年４月から２年以内の妥結に向けて日 ASEAN・CEP 交渉
が始まった。交渉会合は同年８月までに２回開催され，累積原産地規則や関税交
































































　中国がこれまで締結した FTA は４件，交渉中の FTA は４件である。中国は
香港，マカオとの経済貿易緊密化協定に続き，2005年７月に ASEAN との物品









































ンガポールは19件の FTA を結ぶことになり，名実ともに FTA ハブ国としての
存在感が増し，港湾などのインフラを一層有効活用できるようになる。
　 ASEAN 
　ASEAN は2020年までの ASEAN 経済共同体（AEC）の実現を目指している。
こうした域内の経済統合の動きを受けて，ASEAN に対しては主要国が相次いで
FTA の締結を持ちかけている。前述の日本，中国，韓国のほかには，インド，




を目標に FTA 交渉が始まった。EU とは2003年４月に合意した「EU・ASEAN
地域間貿易構想」（TREATI）に基づき，2005年７月から共同研究が始まった。欧
州委員会は，ASEAN とは WTO 新ラウンド決着後に FTA 交渉を開始する方針
である。アメリカは2002年10月に発表した「ASEAN エンタープライズ計画」





が明記された。同サミットの参加国の基準は ASEAN が設定し，ASEAN 議長国
が同サミットを主催し，議長を務める形となった。東アジア共同体の形成をめぐ
っては，今後も主要関係国による ASEAN への働きかけが続くことになろう。
アジアの FTA ｜｜ 2005 年は東アジア共同体の議論が本格始動
18
　 インド 













ンとの EPA 署名にこぎつけ，ASEAN 全体との交渉を再開し軌道に乗せること
が課題である。また，これらの決着と同時並行的に次の EPA にも着手すること
が求められている。その有力候補はインドや GCC とされている。韓国は，日本
とならんでアメリカとの交渉が最重要であろう。中国は，ニュージーランド，オ
ーストラリア，GCC との交渉合意を目指し，SACU との交渉開始が課題となる。
タイはアメリカとの交渉が正念場となる。
　アジア地域全体の課題は，動き出した東アジア共同体の議論を着実に前進させ
ることである。日本や中国などによる主導権をめぐる駆け引きや，インド，オー
ストラリアなどの関わり具合，静観していたアメリカの関与にも留意が必要であ
る。WTO ドーハラウンドは2006年末の合意を目指している。これが成功すれば，
新たな貿易自由化の発射台が固まることになり，翌2007年からは東アジア共同体
の議論がますます具体性を帯びてくると予想される。2006年はその地ならしとい
う意味において，アジア各国は自国が交渉中の案件など，現在抱えている FTA
の整備を最優先に取り組むことが重要である。
  （ジェトロ経済分析部国際経済研究課）
